
平成 24 年 3 月 7 日 
常任理事・相談役 各位 

全日本プラスチックリサイクルエ業会 
会長  大塚一郎 

 

平成２３年度第２回常任理事会議事録 
 

開催日時：平成 24 年 3 月７日(水)午後 2 時より 
 
開催場所：東武ホテルレバント東京 
     東京都墨田区錦糸 1-2-2  TEL 03-5611-5629 
 
出 席 者 大塚会長   浅野副会長  本城副会長  中村副会長  石塚常任 
     増沢常任   山下常任   藤井常任(愛) 藤井常任(九) 田中常任 
     小池常任   高田常任   二井常任   武田常任   中山雄常任 
     山田常任   芝原常任   井上専務理事 福本事務局長 
     進藤相談役  江上相談役 
欠 席 者 中山晃常任  磯野相談役         敬称は省略させていただきます 
     (出席者２０名十事務局１名 ：出席者合計 21 名) 

 

議題 
１．第 36 回通常総会及び懇親パーティーの役割分担について 
２．平成 23 年度決算報告、平成 24 年度予算案の審議について 
３．事巣叶画の進捗について 
４．電力供給について 
５．リサイクル推進協議会の表彰について 
６．市況分析 
７．その他 

 

   会長挨拶 
     景気(ヨーロッパ等)、電力、 
 

１．通常総第 36 回会及び懇親パーティーの役割分担について 
    開 催 日：平成 24 年 6 月 12 日(火) 
    開催時間：午前 11 時～午後 1 時 40 分(常任理事会) 
         午後 2 時～3 時(通常総会) 
         午後 3 時 15 分～5 時 15 分(懇親会) 
    開催場所：東武ホテルレバント東京(錦糸町) 

 

  イ)総会次第 ２時～３時 総合司会(  石塚 常任理事) 
    ａ)開会のことば (本城 副会長) 
    ｂ)会長のあいさつ (大塚 会長) 
    ｃ)総会成立宣言 ( 中山 常任理事) 
    ｄ)議長選出 (  浅野 副会畏) 
    ｅ)議事説明 (井上 専務理事) 
           監査報告 (藤井 監事) 
    ｆ)万歳三唱  (  磯野 相談役) 
    ｇ)閉会のことば (   中村 副会長) 

 

  ロ)懇親パーティー次第 ３時～5 時 総合司会(  武田 常任理事) 
    ａ)会長の挨拶 (大塚 会長) 
    ｂ)来賓祝辞 (プラスチック処理促進協会 専務理事 井田 久雄様) 
           木村武塚民主党衆議院議員 
    ｃ)乾 杯 (  江上 相談役) 
    ｅ)中〆 ( 田中 常任理事) 
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２．平成 23 年度決算報告、平成 24 年度予算案の審議について 
    (別紙総会資料参照) 
    カーボンフットプリント認定の PR 目的に新聞広告(3 宣伝広告費＋30 万増額 
    政策委員会の継続(経産省との連絡協議会を行う) 
           教育情報費・調査研究費・旅費交通費を有効利用する 
 
３．事業計画 
  １)PCR 申請のその後の進捗について  説明(関東・石塚化学産業㈱)(石塚常任理事) 
    再生 PE･PP の共通原単位登録終了 
    これを会員に周知徹底するためのパンフレット(説明書)作成 
    産環境の要望でカーボンフットプリント上でのみ使用できる 
  ２)エコキャップ活動について 
    愛知、藤井常任より      安城化学で製品化報道取材多数 
                   パンフレット作成 ネットで全国販売 
    進藤相談役          扱い量では 1 番 ４色自動選別機導入 
                   大手から引き合い多数 
    協会から実績データをもらう 
 
  ３)政策委員会の活動再開 
 
４．電力供給について 
    製品工業会から東電に説明を求めた。その説明が本日なされた。 
    東電の場合は原発事故による剰余金に使い果たしで即値上げしかない 
 
５．リサイクル推進協議会の表彰について 
    グループＥ(関西､京滋)   京滋より推薦 
 
６．市況分析 
    九州：レクサス海外移転で影響大、その他メーカーも円高により減少 
    関西：３月は値上げの影響で取引多し､輸入品が多く出回る 
    京滋：円の値下がり傾向で回復か 
    北陸：漆器がさらに悪い､全休に低調 
    愛知：中国は北は回復､南は回復せず 
    東日本：４月１日値上げ２０円以上で各社出そろう 
    日本有効､震災後仮需要が旺盛､主に建設用､シート用 
    関東：震災以降円高の影響が大きく輸入品が増えた 
 
７．その他 


